
ポイントポイント

‌取 組 の 背 景
販路維持と高齢者の生活環境改善へ　

自家用車の普及と、郊外型の大型チェーン店の進
出により近隣住民の商店街離れが進み、商店街を構
成する商工業者の経営を大きく変化させた。顧客離
れによる売上の減少が経営難を招き、多くの商工業
者が廃業し、商店街全体の衰退が始まっていった。
この負の連鎖を止めるためには、商店街の認知度を
維持し、消費先の選択肢の一つとして常に認知され
続ける必要がある。そのために、まず情報発信を強
化し、来街者数の維持・増加を図ることが第一の課
題となった。

また、市民アンケートでは買い物弱者への対応や
コミュニティ機能を求める意見が多く、住民の高齢
化が急速に進むなかで残された高齢者の生活環境を
改善するための取組である買い物弱者対策事業、コ
ミュニティ機能の創設が第二の課題となった。

一方で、商工業者の高齢化・後継者不在による廃
業も目立つ。新たな商工業者を誘致するなど常に新
しいサービスの取り込みも重要であった。

‌取 組 の 内 容
『まいんコロッケ』をアピールし活性化へ　

第一の課題である販路維持・拡大における目標は、
商店街の認知度を上げ離れていった顧客を呼び戻
し、消費活動を活発にさせることであった。そのた

めの手段として地域グルメの活用を計画。平成 12
年 6 月から始まった龍ケ崎市商工会女性部有志に
よる『まいんコロッケ』の販売に着目し、「コロッ
ケで街おこし」を打ち上げた。活動拠点を商店街内
に置き、「コロッケの街・龍ケ崎」を広くアピールし、
市内のみならず市外・県外からも商店街への顧客の
呼び込みを図った。

第二の課題にあったコミュニティ機能の強化に対
しては、市民相互の交流拠点と創業を目指す人に貸
し出し可能なスペースをあわせ持つ「チャレンジ工
房どらすて」を設立。毎週火・水・木曜日に商工会
女性部有志による『まいんコロッケ』の販売やワン
コインランチ、手作り惣菜・朝採れ野菜などを販売
することで買い物弱者対策にも着手した。

相乗効果を狙って、商店街で開催する定期イベン
ト「商業祭り（毎年 11 月）」・「まいんバザール（毎
月第 1 日曜日）」では、必ず『まいんコロッケ』を
販売。平成 15 年 1 月には、市内のコロッケ取扱
い店舗が集まり「コロッケクラブ龍ケ崎」（現在加
盟店 18 店舗）を結成した。

商工会女性部有志の『まいんコロッケ』は広く県
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龍ケ崎まいんコロッケ販売
組合　組合長　吉田 京子

「子どもたちに揚げたてのコロッケを
食べさせたい」と、商工会女性部の有志
が集まって始まった『まいんコロッケ』
もはや 16 年。メンバーの平均年齢が
70 歳を超えた今、この年齢になっても
生き生きと働けることに感謝しつつも、
後継者という意味では頭を悩ませざるを
得ません。この先に継承していくために
も、いかに若者を取り込んでいくか、良
い後継者の育成が重大かつ緊急な課題で
あると考えています。

コロッケを手作りする際には、食べてく
れる方々のことを思い、常に本物にこだ
わった味の提供を心掛けてきました。お
客様に対しては、女性ならではの物腰の
柔らかさで、常に「おいしいですか？」と
問いかけることで多くのファンを作り、持
ち前の粘り強さとコロッケを買いに来てく
れる方々の喜びの笑顔を活力に頑張りつ
づけました。継続は力なり。今では地元だ
けでなく、遠方からいらっしゃった多くの
方々からも多大なるご支援をいただいて
おります。

コロッケの街、龍ケ崎の未来のために龍ケ崎コロッケの母として

内外へと遠征し、様々な地域のイベントへ参加する
ことで PR 活動に努めている。その成果もあり、 
平成 25 年度に開催した「第 1 回全国コロッケフ
ェスティバル」では、全国各地から 19 ものコロッ
ケ販売団体の誘致に成功し、約 5 万人の来場者で
商店街は賑わった。

平成 28 年の「第 4 回全国コロッケフェスティ
バル in 龍ケ崎」を開催した折には、参加コロッケ
販売団体は 33 にまで増加し、来場者数は 7 万人
を超え、これまでに見たことのない賑わいとなった。
現在コロッケ関係諸団体から、龍ケ崎商店街が「コ
ロッケの聖地」と称されるまでになっている。

取 組 の 成 果
イベントなどの効果検証と改善　

各種イベントにおいては、消費者アンケート調査
や出店者売上調査、イベント来場者数推移の比較検
討などを行い、常に効果の検証と改善に注力してい
る。成果としては、「全国コロッケフェスティバル」
での参加店舗数の増加（14 店舗増）や来場者数の
増加（約 2 万人増）、毎月開催のイベント「まいん
バザール」（平成 29 年 3 月で計 187 回開催）での
各出店者の売上が堅調に推移していることである。

また、マスメディアを積極的に活用し、全国規模
への情報発信を行うことで、市・県内外から来街す
る顧客が著しく増加していることも大きな成果であ
ると言える。

なお、「コロッケクラブ龍ケ崎」においては、さら
なる加盟店の開拓を続けるとともに、イベント以外で
の各加盟店の売上推移の分析や売上のさらなる増加
に繋げるための新たなコロッケの開発、販売促進、販
路拡大を検討している。接客マナーなどの勉強会な
ども開催し、常に研鑽を怠らない努力を続けていると
ころだ。

‌実 施 体 制

財政面においては、自治体からの補助や商工会か
らの助成などを活用することで運営の安定を図って
いる。

県内外での PR 活動となる各種イベントに関して
は、各地域の自治体・商工団体などとの連携を図り、
出店誘致や情報の提供に協力してもらっている。ま
た、一般社団法人日本コロッケ協会とも連携を図る
ことで、龍ケ崎コロッケの全国展開にも着手している。

近隣イベントにおいては、自治体、商工会、商店
街、地域団体などで構成される実行委員会を設置す
ることで、事業の円滑運営と、公平性を保っている。

そのほか、人員面においては商工会に専従の臨時
職員を配置しつつ、県内外のイベント出店の際は、
市や商工会職員が現場支援に入ることで人手不足の
解消にも努めている。

「第 4 回全国コロッケフェスティバル
in 龍ケ崎」

「第 4 回全国コロッケフェスティ
バル in 龍ケ崎」開催時の商店街

『まいんコロッケ』販売風景

まいんバザール（毎月第 1 日曜日開催）


